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　　　　　　　　株式会社株式会社　　　桂精機製作所　桂精機製作所燃焼機事業部　営業部　澤居　昌廣燃焼機事業部　営業部　澤居　昌廣
乾燥炉の改善・改良におけるＣＯ乾燥炉の改善・改良におけるＣＯ乾燥炉の改善・改良におけるＣＯ乾燥炉の改善・改良におけるＣＯ２２２２削減削減削減削減　　　　　　　　　（排熱利用による省エネとＣＯ排熱利用による省エネとＣＯ排熱利用による省エネとＣＯ排熱利用による省エネとＣＯ２２２２排出量削減事例）排出量削減事例）排出量削減事例）排出量削減事例）
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テーマテーマテーマテーマ
乾燥炉の改善・改良におけるＣＯ乾燥炉の改善・改良におけるＣＯ乾燥炉の改善・改良におけるＣＯ乾燥炉の改善・改良におけるＣＯ２２２２削減削減削減削減
１．産業界の環境規制強化１．産業界の環境規制強化１．産業界の環境規制強化１．産業界の環境規制強化１．産業界の環境規制強化１．産業界の環境規制強化１．産業界の環境規制強化１．産業界の環境規制強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・・・・・・ ＣＯＣＯＣＯＣＯＣＯＣＯＣＯＣＯ22

削減と化学物質規制（ＶＯＣ規制）削減と化学物質規制（ＶＯＣ規制）削減と化学物質規制（ＶＯＣ規制）削減と化学物質規制（ＶＯＣ規制）削減と化学物質規制（ＶＯＣ規制）削減と化学物質規制（ＶＯＣ規制）削減と化学物質規制（ＶＯＣ規制）削減と化学物質規制（ＶＯＣ規制）
２．乾燥炉の省エネ化事例２．乾燥炉の省エネ化事例２．乾燥炉の省エネ化事例２．乾燥炉の省エネ化事例２．乾燥炉の省エネ化事例２．乾燥炉の省エネ化事例２．乾燥炉の省エネ化事例２．乾燥炉の省エネ化事例①①①①①①①①脱臭炉廃熱の乾燥装置への利用方法及び事例脱臭炉廃熱の乾燥装置への利用方法及び事例脱臭炉廃熱の乾燥装置への利用方法及び事例脱臭炉廃熱の乾燥装置への利用方法及び事例脱臭炉廃熱の乾燥装置への利用方法及び事例脱臭炉廃熱の乾燥装置への利用方法及び事例脱臭炉廃熱の乾燥装置への利用方法及び事例脱臭炉廃熱の乾燥装置への利用方法及び事例　　　　　　　　　　　　　　　　 ②廃熱利用小型バッチ式塗装乾燥炉②廃熱利用小型バッチ式塗装乾燥炉②廃熱利用小型バッチ式塗装乾燥炉②廃熱利用小型バッチ式塗装乾燥炉②廃熱利用小型バッチ式塗装乾燥炉②廃熱利用小型バッチ式塗装乾燥炉②廃熱利用小型バッチ式塗装乾燥炉②廃熱利用小型バッチ式塗装乾燥炉
３．納入事例３．納入事例３．納入事例３．納入事例３．納入事例３．納入事例３．納入事例３．納入事例
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　桂グループのご紹介桂グループのご紹介

　　　　　　　　資本金資本金資本金資本金 ：４０００万円：４０００万円：４０００万円：４０００万円営業品目：テンパー炉、連続式浸炭窒化炉、営業品目：テンパー炉、連続式浸炭窒化炉、営業品目：テンパー炉、連続式浸炭窒化炉、営業品目：テンパー炉、連続式浸炭窒化炉、焼入・焼戻炉、焼入・焼戻炉、焼入・焼戻炉、焼入・焼戻炉、各種熱処理炉各種熱処理炉各種熱処理炉各種熱処理炉　　　　　　　　　　　　　　　　資本金資本金資本金資本金 ：４０００万円：４０００万円：４０００万円：４０００万円営業品目：テンパー炉、連続式浸炭窒化炉、営業品目：テンパー炉、連続式浸炭窒化炉、営業品目：テンパー炉、連続式浸炭窒化炉、営業品目：テンパー炉、連続式浸炭窒化炉、焼入・焼戻炉、焼入・焼戻炉、焼入・焼戻炉、焼入・焼戻炉、各種熱処理炉各種熱処理炉各種熱処理炉各種熱処理炉
創立　：１９５５年６月１日（昭和３０年）　　資本金：４億４４００万円　　創立　：１９５５年６月１日（昭和３０年）　　資本金：４億４４００万円　　創立　：１９５５年６月１日（昭和３０年）　　資本金：４億４４００万円　　創立　：１９５５年６月１日（昭和３０年）　　資本金：４億４４００万円　　　　　　　従業員数　　　　　従業員数　　　　　従業員数　　　　　従業員数 ：２５０人　：２５０人　：２５０人　：２５０人　　　　　　年商（単独）≒１０１．４億円（平成２２年３月実績）　　　　　年商（単独）≒１０１．４億円（平成２２年３月実績）　　　　　年商（単独）≒１０１．４億円（平成２２年３月実績）　　　　　年商（単独）≒１０１．４億円（平成２２年３月実績）　　　　 　営業品目　営業品目　営業品目　営業品目 ：ガス供給機器、ガス安全機器　：ガス供給機器、ガス安全機器　：ガス供給機器、ガス安全機器　：ガス供給機器、ガス安全機器　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガス燃焼装置・乾燥装置・機器　　ガス燃焼装置・乾燥装置・機器　　ガス燃焼装置・乾燥装置・機器　　ガス燃焼装置・乾燥装置・機器　（（（（ 乾燥分野に特化乾燥分野に特化乾燥分野に特化乾燥分野に特化 ）　　）　　）　　）　　創立　：１９５５年６月１日（昭和３０年）　　資本金：４億４４００万円　　創立　：１９５５年６月１日（昭和３０年）　　資本金：４億４４００万円　　創立　：１９５５年６月１日（昭和３０年）　　資本金：４億４４００万円　　創立　：１９５５年６月１日（昭和３０年）　　資本金：４億４４００万円　　　　　　　従業員数　　　　　従業員数　　　　　従業員数　　　　　従業員数 ：２５０人　：２５０人　：２５０人　：２５０人　　　　　　年商（単独）≒１０１．４億円（平成２２年３月実績）　　　　　年商（単独）≒１０１．４億円（平成２２年３月実績）　　　　　年商（単独）≒１０１．４億円（平成２２年３月実績）　　　　　年商（単独）≒１０１．４億円（平成２２年３月実績）　　　　 　営業品目　営業品目　営業品目　営業品目 ：ガス供給機器、ガス安全機器　：ガス供給機器、ガス安全機器　：ガス供給機器、ガス安全機器　：ガス供給機器、ガス安全機器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガス燃焼装置・乾燥装置・機器　　ガス燃焼装置・乾燥装置・機器　　ガス燃焼装置・乾燥装置・機器　　ガス燃焼装置・乾燥装置・機器　（（（（（（（（ 乾燥分野に特化乾燥分野に特化乾燥分野に特化乾燥分野に特化乾燥分野に特化乾燥分野に特化乾燥分野に特化乾燥分野に特化 ）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　
　　　　　　　　資本金資本金資本金資本金 ：１０００万円　　：１０００万円　　：１０００万円　　：１０００万円　　　　営業品目：　ガス供給プラント、ガス配管工事　　営業品目：　ガス供給プラント、ガス配管工事　　営業品目：　ガス供給プラント、ガス配管工事　　営業品目：　ガス供給プラント、ガス配管工事　　　　　　　　　　　　　　　　資本金資本金資本金資本金 ：１０００万円　　：１０００万円　　：１０００万円　　：１０００万円　　　　営業品目：　ガス供給プラント、ガス配管工事　　営業品目：　ガス供給プラント、ガス配管工事　　営業品目：　ガス供給プラント、ガス配管工事　　営業品目：　ガス供給プラント、ガス配管工事

（株）桂精機製作所　（株）桂精機製作所　（株）桂精機製作所　（株）桂精機製作所　（株）桂精機製作所　（株）桂精機製作所　（株）桂精機製作所　（株）桂精機製作所　　　　　　　　　　　　　
東京瓦斯電炉（株）東京瓦斯電炉（株）東京瓦斯電炉（株）東京瓦斯電炉（株）東京瓦斯電炉（株）東京瓦斯電炉（株）東京瓦斯電炉（株）東京瓦斯電炉（株）　　　　　　　　系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）新日本パイピング（株）新日本パイピング（株）新日本パイピング（株）新日本パイピング（株）新日本パイピング（株）新日本パイピング（株）新日本パイピング（株）新日本パイピング（株） 系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）系列会社（子会社）

桂グループ経営理念　　　桂グループ経営理念　　　桂グループ経営理念　　　桂グループ経営理念　　　
桂グループ経営戦略　　　桂グループ経営戦略　　　桂グループ経営戦略　　　桂グループ経営戦略　　　
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環境規制強化（環境規制強化（環境規制強化（環境規制強化（環境規制強化（環境規制強化（環境規制強化（環境規制強化（COCO2削減）削減）削減）削減）削減）削減）削減）削減）１．京都議定書１．京都議定書１．京都議定書１．京都議定書　 我が国は我が国は我が国は我が国は2008年～年～年～年～2012年の年の年の年の5年間平均のＣＯ年間平均のＣＯ年間平均のＣＯ年間平均のＣＯ２２２２排出量を排出量を排出量を排出量を1990年比－６％公約。年比－６％公約。年比－６％公約。年比－６％公約。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間目標排出量　年間目標排出量　年間目標排出量　年間目標排出量　年間目標排出量　年間目標排出量　年間目標排出量　年間目標排出量　1111億億億億億億億億86008600万トン　（基準年－６％）。万トン　（基準年－６％）。万トン　（基準年－６％）。万トン　（基準年－６％）。万トン　（基準年－６％）。万トン　（基準年－６％）。万トン　（基準年－６％）。万トン　（基準年－６％）。　　　　　　 2007年の年の年の年のCO2発生量≒発生量≒発生量≒発生量≒13億億億億7100万トン。（万トン。（万トン。（万トン。（1990年レベルの年レベルの年レベルの年レベルの8.7％増％増％増％増 ））））
2008年の年の年の年のCO2発生量≒発生量≒発生量≒発生量≒12億億億億8200万トン。（万トン。（万トン。（万トン。（1990年レベルの年レベルの年レベルの年レベルの1.6％増％増％増％増 ））））　 2007年の年の年の年のCO2発生量≒発生量≒発生量≒発生量≒13億億億億7100万トン。（万トン。（万トン。（万トン。（1990年レベルの年レベルの年レベルの年レベルの8.7％増％増％増％増 ））））

2008年の年の年の年のCO2発生量≒発生量≒発生量≒発生量≒12億億億億8200万トン。（万トン。（万トン。（万トン。（1990年レベルの年レベルの年レベルの年レベルの1.6％増％増％増％増 ））））世界不況の影響世界不況の影響世界不況の影響世界不況の影響２．京都議定書目標達成計画２．京都議定書目標達成計画２．京都議定書目標達成計画２．京都議定書目標達成計画　　　　 産業部門の削減取組み施策産業部門の削減取組み施策産業部門の削減取組み施策産業部門の削減取組み施策 自主行動計画自主行動計画自主行動計画自主行動計画現状現状現状現状現状現状現状現状現状現状現状現状
産業界では工業会ごとに国の承認を得た産業界では工業会ごとに国の承認を得た産業界では工業会ごとに国の承認を得た産業界では工業会ごとに国の承認を得た自主行動計画を策定し、強力にＣＯ自主行動計画を策定し、強力にＣＯ自主行動計画を策定し、強力にＣＯ自主行動計画を策定し、強力にＣＯ2削減に向かって進んでいる。削減に向かって進んでいる。削減に向かって進んでいる。削減に向かって進んでいる。
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省エネ法改正（省エネ法改正（省エネ法改正（省エネ法改正（省エネ法改正（省エネ法改正（省エネ法改正（省エネ法改正（20102010年年年年年年年年44月施行）　月施行）　月施行）　月施行）　月施行）　月施行）　月施行）　月施行）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制 経済産業省パンフレットより経済産業省パンフレットより経済産業省パンフレットより経済産業省パンフレットより改正改正改正改正
益々、環境問題（省エネルギー）の規制が厳しくなっている。益々、環境問題（省エネルギー）の規制が厳しくなっている。益々、環境問題（省エネルギー）の規制が厳しくなっている。益々、環境問題（省エネルギー）の規制が厳しくなっている。益々、環境問題（省エネルギー）の規制が厳しくなっている。益々、環境問題（省エネルギー）の規制が厳しくなっている。益々、環境問題（省エネルギー）の規制が厳しくなっている。益々、環境問題（省エネルギー）の規制が厳しくなっている。
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諸外国での化学物質規制　諸外国での化学物質規制　諸外国での化学物質規制　諸外国での化学物質規制　諸外国での化学物質規制　諸外国での化学物質規制　諸外国での化学物質規制　諸外国での化学物質規制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人の健康や環境の保護の為の規制。　２万～３万物質が対象となっている。　今後、10万強の物質が段階的導入。電気・電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限（鉛、水銀、カドミウム、六価クロム、ＰＢＢ、ＰＢＤＥ　等６物質）２００７年６月実施２００６年７月施行生産者・輸入者に対し、全化学物質生産者・輸入者に対し、全化学物質生産者・輸入者に対し、全化学物質生産者・輸入者に対し、全化学物質（（（（1トントントントン/年年年年以上）の環境影響申請・登録以上）の環境影響申請・登録以上）の環境影響申請・登録以上）の環境影響申請・登録を義務化。を義務化。を義務化。を義務化。使用制限物質については使用制限物質については使用制限物質については使用制限物質については庁の承認が必要。庁の承認が必要。庁の承認が必要。庁の承認が必要。電子・電気機器に電子・電気機器に電子・電気機器に電子・電気機器における特定有害物質の使用制限おける特定有害物質の使用制限おける特定有害物質の使用制限おける特定有害物質の使用制限ＲＥＡＣＨ規制ＲＥＡＣＨ規制ＲＥＡＣＨ規制ＲＥＡＣＨ規制（リーチ規制）ＲｏＨＳ指令ＲｏＨＳ指令ＲｏＨＳ指令ＲｏＨＳ指令（ローズ指令）ＥＥＥＥ ＵＵＵＵ における規制における規制における規制における規制
我が国の規制の状況我が国の規制の状況我が国の規制の状況我が国の規制の状況ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　（化学物質排出移動量届出制度）　２００１年より実施　①３５４物質が対象。　　②ＭＳＤＳの提供（化学物質等安全データーシート）ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　ＰＲＴＲ法の制定　（化学物質排出移動量届出制度）　２００１年より実施　①３５４物質が対象。　　②ＭＳＤＳの提供（化学物質等安全データーシート） 揮発性有機化合物（ＶＯＣ）規制へ揮発性有機化合物（ＶＯＣ）規制へ揮発性有機化合物（ＶＯＣ）規制へ揮発性有機化合物（ＶＯＣ）規制へ※※※※ 改正大気汚染防止法の制定改正大気汚染防止法の制定改正大気汚染防止法の制定改正大気汚染防止法の制定平成１８年４月施行平成１８年４月施行平成１８年４月施行平成１８年４月施行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後、全世界の各国も厳しい規制強化へと動いている。その後、全世界の各国も厳しい規制強化へと動いている。その後、全世界の各国も厳しい規制強化へと動いている。その後、全世界の各国も厳しい規制強化へと動いている。　　　　　　　　　　　　　　　　トルエン・キシレントルエン・キシレントルエン・キシレントルエン・キシレン　中心の　中心の　中心の　中心の規制規制規制規制へへへへ改正大気汚染防止法（改正大気汚染防止法（改正大気汚染防止法（改正大気汚染防止法（改正大気汚染防止法（改正大気汚染防止法（改正大気汚染防止法（改正大気汚染防止法（VOCVOC排出抑制制度）排出抑制制度）排出抑制制度）排出抑制制度）排出抑制制度）排出抑制制度）排出抑制制度）排出抑制制度）平成平成1818年年44月施行月施行工場排気工場排気工場排気工場排気ＶＯＣ排出塗装乾燥炉塗装乾燥炉塗装乾燥炉塗装乾燥炉塗装乾燥炉塗装乾燥炉塗装乾燥炉塗装乾燥炉 塗装ブース塗装ブース塗装ブース塗装ブース塗装ブース塗装ブース塗装ブース塗装ブース 揮発性揮発性揮発性揮発性有機化合物有機化合物有機化合物有機化合物 改善改善改善改善改善改善改善改善 水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置ＶＯＣ処理装置（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）（脱臭炉設置）溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料

もう一つの環境問題として、化学物質規制も強化されている。もう一つの環境問題として、化学物質規制も強化されている。もう一つの環境問題として、化学物質規制も強化されている。もう一つの環境問題として、化学物質規制も強化されている。省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制省エネ法改正とＶＯＣ規制
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１．改正大気汚染防止法①塗装設備（吹付塗装）①塗装設備（吹付塗装）①塗装設備（吹付塗装）①塗装設備（吹付塗装） ・・排風能力・・排風能力・・排風能力・・排風能力100,000m3/時以上時以上時以上時以上　　　　 ②塗装用乾燥施設（吹付、電着以外）・・排風能力②塗装用乾燥施設（吹付、電着以外）・・排風能力②塗装用乾燥施設（吹付、電着以外）・・排風能力②塗装用乾燥施設（吹付、電着以外）・・排風能力10,000m3/時以上時以上時以上時以上
2．悪臭防止法、自治体の規制強化　．悪臭防止法、自治体の規制強化　．悪臭防止法、自治体の規制強化　．悪臭防止法、自治体の規制強化　臭気指数＝臭気指数＝臭気指数＝臭気指数＝ １０×Ｌｏｇ１０×Ｌｏｇ１０×Ｌｏｇ１０×Ｌｏｇ(臭気濃度臭気濃度臭気濃度臭気濃度)

水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化水性塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化粉体塗料化
ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭脱臭炉設置脱臭炉設置脱臭炉設置脱臭炉設置ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭ＶＯＣ処理・脱臭脱臭炉設置脱臭炉設置脱臭炉設置脱臭炉設置脱臭炉設置脱臭炉設置脱臭炉設置脱臭炉設置溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料溶剤塗料 VOCVOC発生発生発生発生発生発生発生発生

環境対策に対する弊社のご提案

3．近隣住民からの悪臭苦情．近隣住民からの悪臭苦情．近隣住民からの悪臭苦情．近隣住民からの悪臭苦情
焼付温度が高い焼付温度が高い焼付温度が高い焼付温度が高い乾燥炉改造乾燥炉改造乾燥炉改造乾燥炉改造焼付温度が高い焼付温度が高い焼付温度が高い焼付温度が高い焼付温度が高い焼付温度が高い焼付温度が高い焼付温度が高い乾燥炉改造乾燥炉改造乾燥炉改造乾燥炉改造乾燥炉改造乾燥炉改造乾燥炉改造乾燥炉改造 CO2CO2CO2CO2削減削減削減削減廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風CO2CO2CO2CO2CO2CO2CO2CO2削減削減削減削減削減削減削減削減廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ廃熱利用ｼｽﾃﾑ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅ遠赤ﾊﾞｰﾅｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風ｼﾞｪｯﾄ熱風

C
O
2

C
O
2発生発生発生発生発生発生発生発生

CO
2

CO
2発生発生発生発生発生発生発生発生

４．省エネ法改正４．省エネ法改正４．省エネ法改正４．省エネ法改正事業所単位から企業単位へ事業所単位から企業単位へ事業所単位から企業単位へ事業所単位から企業単位へ５．省コスト５．省コスト５．省コスト５．省コスト悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生悪臭発生
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廃熱利用小型バッチ式乾燥炉廃熱利用小型バッチ式乾燥炉

小型脱臭炉廃熱利用バッチ式乾燥炉（５ｍ小型脱臭炉廃熱利用バッチ式乾燥炉（５ｍ小型脱臭炉廃熱利用バッチ式乾燥炉（５ｍ小型脱臭炉廃熱利用バッチ式乾燥炉（５ｍ小型脱臭炉廃熱利用バッチ式乾燥炉（５ｍ小型脱臭炉廃熱利用バッチ式乾燥炉（５ｍ小型脱臭炉廃熱利用バッチ式乾燥炉（５ｍ小型脱臭炉廃熱利用バッチ式乾燥炉（５ｍ３３３３３３３３））））））））－東京ガス株式会社様との共同開発品－－東京ガス株式会社様との共同開発品－－東京ガス株式会社様との共同開発品－－東京ガス株式会社様との共同開発品－－東京ガス株式会社様との共同開発品－－東京ガス株式会社様との共同開発品－－東京ガス株式会社様との共同開発品－－東京ガス株式会社様との共同開発品－

扉開放状態扉開放状態



9

設備の省エネ化をご検討される際は　　弊社　神奈川工場の実験･展示棟・新塗装乾燥実験炉をご利用ください。設備の省エネ化をご検討される際は　　弊社　神奈川工場の設備の省エネ化をご検討される際は　　弊社　神奈川工場の実験･展示棟・新塗装乾燥実験炉をご利用ください。実験･展示棟・新塗装乾燥実験炉をご利用ください。
桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。桂のエネルギー管理士２２名が皆様のお手伝いをします。

ご静聴有り難うございました。ご静聴有り難うございました。


